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【 記 事 】 

１ 新年度あいさつ 

２ 中部家畜保健衛生所の人事異動について 

３ 巣箱の設置場所について 

４ 令和３年度腐蛆病検査の実施について 

５ ダニに注意！  

       

 
 

◆◆ 新年度あいさつ ◆◆ 

中部家畜保健衛生所長 板垣 光明  

日頃から家畜保健衛生並びに畜産振興に係る事業の推進にご理解とご協力を賜うととも

に、豚熱発生の防疫措置の協力について関係者の皆様には厚く感謝申し上げます。 

 この度の定期人事異動では転出者3名、退職者１名、転入者4名の異動がありましたが、新

体制のもと業務を一歩一歩着実に遂行する所存ですので、よろしくお願いいたします。 

 令和3年度船出となる4月1日に前橋市内の養豚場から異常豚の通報があり、2日に豚熱（Ｃ

ＳＦ）発生が確認され、10,207頭の豚を殺処分し4月16日に防疫措置完了となりました。

5月7日には発生農場4回の消毒が終了し、これからは疫学調査チームの指摘事項を受け再発

防止に向け農場マニュアルを策定する予定です。一日も早い経営再建向け支援していきたい

と考えています。豚熱の発生は、これまで68事例109農場4 と畜場で240,330頭殺処分（と

殺）されました。本病の発生予防は、ワクチン接種のほか野生動物侵入防止柵の整備等の飼

養衛生管理基準の遵守であり、特にウイルス侵入にかかわる項目を重点的に確認させていた

だきたいと考えています。 

 さらに、アフリカ豚熱はアジア、ヨーロッパで継続的に発生し、5月5日韓国では江原道寧

越郡の養豚場で17例目となる発生が確認されている状況であり、動物検疫所の手荷物検査に

おいて携帯品のハム等からウイルスが確認され、いつ国内で発生しても不思議ではない状況

にあります。 

 高病原性鳥インフルエンザは令和2年度では18県52事例の大発生となり、今期も大発生

する可能性もあり油断できない状況にあります。畜産農家並びに関係者の皆様におかれまし

ては、引き続き農場での飼養衛生管理の徹底による家畜伝染病の侵入防止に努めていただく

と共に、飼養家畜に異状が認められた場合は早期通報をお願いいたします。 

 また、管内における監視伝染病の発生は、牛ヨーネ病や牛ウイルス性下痢（ＢＶＤ）が複

数頭摘発されています。農場内にそれらの病原体を侵入させないためにも、導入牛や牧場か

らの退牧牛を農場に入れる場合は、必ず検査するとともに、隔離飼育していただきますよう

お願いいたします。さらに、酪農家の皆様においてはク－ラ－ステ－ションによる生乳を用

いたＢＶＤ検査を引き続き実施する予定ですのでご協力をお願いいたします。 

 家畜保健衛生所といたしましては、皆様のご意見を頂きながら畜産経営の安定に寄与でき



 

るよう職員一丸となり家畜衛生、畜産振興等の業務に取り組んで参りますので、ご理解ご協

力をお願いします。新型コロナウイルスが全世界で猛威を奮い、家畜の疾病を防御すること

も重要ですが、なによりも畜産農家および関係者が元気で業をなすことがより重要でありま

す。皆様が健康で過ごせることを祈念しまして新年度の挨拶とさせていただきます。 
 

◆◆ 中部家畜保健衛生所の人事異動について ◆◆ 

 

 ４月１日付け定期人事異動により、転入・転出等がありました。本年度は以下の体制とな

ります。どうぞよろしくお願いします。 
 

●令和３年度の職員一覧               転入者（旧所属） 

所長 板垣 光明 

次長 坂庭 あづさ 

環境衛生係 

（環境指導、定期報告、 

耳標、公共牧場、 

 死亡牛届出等） 

係長 坂西 啓悟（畜産試験場） 

 永井 朋子 

 中澤 咲紀 

 木暮 幸博（西部家畜保健衛生所） 

 高橋 泰幸（家畜衛生研究所） 

防疫第一係 

（牛、馬、蜜蜂、山羊、 

めん羊） 

 

係長 佐藤 美行   

 平林 晴飛 

 湯野川 景人 

 若山 映令彩 

防疫第二係 

（豚、鶏） 

 

 

 

係長 森 あゆみ 

 横澤 奈央子 

 中島 翔一 

 蜂谷 信昭（渋川保健福祉事務所） 

 渡辺 知宣 

 

●転出者（新所属または退職） 

環境衛生係 

 

 

 

櫻井 敏幸（畜産課） 

吉田 真二（退職） 

防疫第一係  佐藤 洋子（西部家畜保健衛生所） 

防疫第二係 係長 小屋 正博（吾妻家畜保健衛生所） 

 

◆◆ 蜜蜂の巣箱の設置場所について ◆◆ 
 

蜜蜂の採蜜最盛期となり、蜜蜂が活発に飛び回る時期です。人通りの多い場所や住宅地な

どに巣箱を設置しないなど、周囲の方の迷惑とならないように配慮し、事故やトラブルを未

然に防止するよう心がけましょう。また、蜜蜂の飼育場所については、毎年 1月末にご提出

いただいている蜜蜂飼育届に記載していただくようお願いいたします。 

 



 

◆◆ 令和 3年度腐蛆病検査の実施について ◆◆ 
 

  令和 3年 3月 12日付け群馬県告示第 55 号に基づく腐蛆病検査について、下記のとお

り実施しますので検査へのご協力をお願いいたします。 

    1 手数料 

       腐蛆病検査手数料          １箱につき５０円 

       腐蛆病検査証明書手数料       １蜂場につき１２０円 

 
◆◆ ダニに注意！ ◆◆ 
 

春になり気温が上がってくるとダニの動きも活発になり、気づかぬうちに群が崩壊するこ

ともあります。定期的に注意して観察してください。 

ミツバチヘギイタダニ 

 蛹の体液を吸って増殖し、成虫の翅が縮れるなどの発

育不全を起こします。 

 成虫の体表にしがみつき、盗蜂や巣板の移動で周辺の

巣箱に広がります。 

 ダニ駆除剤のアピスタン、アピバールが有効ですが、

耐性ダニが生まれてしまうこともあるため用法・用量を

守って使用してください。 

 

《成虫に寄生したダニ》 

 アカリンダニ 

  

 成虫の気管に寄生するダニで、主にニホンミツバチ

で問題になります。このダニは肉眼では見えないため、

確認には顕微鏡が必要です。 

 対策として、巣箱の温度を上げるとダニの数が減る

といわれていますが、ニホンミツバチの飼育でよく用

いられる重箱式巣箱や角胴巣箱などでは、巣箱が高温

になることで巣板が落下することがありますので注

意が必要です。 

  《ニホンミツバチの気管に寄生したダニ》  

 

家畜保健衛生所は365日 24時間対応の緊急連絡体制を確保しています。 

緊急時にはご連絡ください。 

中部家保  027-2８８-03７１ 

 

★ 養蜂業を廃業された方にこの「中部家保だより」が送付された場合は、誠にお手数ですが、ご連

絡くださいますようお願い申し上げます。 

気管 


